
 

 

 

 

 

 

 

  

なぜ学ぶのか，それは将来の自分の幸せのため 

全校で，Go Forward 一歩前へ 
始業式で，児童に伝えたことを紹介します。 

              ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 教室の前には，昨年度からどの学級にも GO Forward ～一歩前へ～と掲示してあり

ます。これは，石崎小の児童の皆さんが，今以上に学び，もっともっと将来の幸せに近

づくためのキーフレーズです。では，去年よりもさらに一歩前に進むために必要なこと

は何でしょう。それは，自分で決めて一歩前に進むということです。先生やお家の方か

ら決められてもやる気が出ませんね。自分で決めるということが大事です。 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 そこで，「今年は，自分で一歩前に進むための，方法をキーワードにしました。」と言

って 3つの合い言葉を児童に伝えました。 

 

  

 

 

向き合う 自分の目標や課題に向き合います。自分の目標や課題に向かうためにはど

うしたらよいか，今の自分とよく向き合い，見つめて，自分で考えること

が大事です。 

決  定 何をするか，どうするかを自分で決めます。周り

の人ではなく，自分が決めることが大事です。 

行  動 自分が決めたことをやりましょう。うまくいかな

い場合は，修正しながら目標に近づくようにやり

抜きましょう。 

 

  

令和 4年度は，全校でこの  

Go Forward  ～一歩前へ～ 向き合う・決定・行動  

を合言葉にして，児童が自分で一歩前へ進むための手順を示し，自分で決めて行動でき

る自律した児童を育てたいと考えております。やる気にあふれる児童の可能性を広げ，児

童がよりよく自分の目標と向き合い，決定，行動するために，保護者の皆様，地域の方々

には引き続きあたたかいご支援やアドバイス，応援をよろしくお願いいたします。 
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教育目標 確かな学力を身につけ，思いやりのある，心身ともに健康な児童の育成 

長子配付 

向き合う 決 定 行 動 



見守り隊対面式・集団下校訓練 
４月１８日（月），体育館で見守り隊の方々との対面

式を行いました。見守り隊の方々や石崎町派出所の坂

井さんからは，自己紹介と子ども達へのメッセージを

いただきました。 

その後，児童代表の６年浅田恋奈さんが，「いつもあ

りがとうございます。今年もお願いします。」と挨拶を

しました。 

見守り隊の皆様に

は，今年度も，４月

の始めから，交通安全指導や一年生の下校指導等，大

変お世話になっています。 

また，対面式の後，見守り隊の方々や職員と一緒に

集団下校訓練を行いました。集団下校は，暴風雨や不

審者の出没時など，個別の下校が危険な非常時に行い

ます。見守り隊の皆様，今年度も子どもたちの安全のため，よろしくお願いします。 

 

保護者の皆様へのお願い 
子どもたちの健やかな成長のためには，学校での取組だけでなく，ご家庭のご協力が

必要です。また，お子様の学校の様子や友達，先生のこと，習い事のこと，何でも話を聞
いてあげてください。話を聞いてあげるだけで，お子様の心は安定します。お忙しいと
は思いますが，よろしくお願いいたします。 
＜新型コロナウイルス感染症拡大防止について＞ 
◇先週より新型コロナウイルス感染症の罹患児童が複数確認され，ご心配をおかけし
ております。大型連休が近づいていますが，引き続き，家庭での基本的な感染症予
防にご協力をお願いいたします。 

＜学習について＞ 
◇宿題がきちんとできるように，毎日，声かけ・確認をお願いします。一人でできな
いお子様には，横にいて一緒に宿題を見てあげて下さい。また，お忙しいと思いま
すが，連絡帳での宿題チェックをお願いします。 

＜生活について＞ 
◇「早寝・早起き・朝ご飯」の大切さについて話し，特に「早寝」（低学年は９時まで
に，高学年は１０時までに寝る）ができるよう，ネットやゲームの約束を家庭で決
め，声かけをお願いします。 

◇たすき，名札，帽子，自転車に乗るときのヘルメット着用の徹底をお願いします。 
◇道路を横断するときは，一度止まり，右・左・右を確認して手を上げて横断するこ
とを再確認してください。また，信号機のない横断歩道で停止してくれた自動車の
運転手に一礼できるとすてきですね。 

◇挨拶の大切さを伝え，近所の人やお客様，地域の人に挨拶するようお話しください。 
＜その他＞ 
◇これまで，家庭で他所へ出かけた際に，学年の児童にお菓子等のお土産をいただく

ことがありました。しかし，食物アレルギー等の児童がおり，含まれている食品等
が分からず安心してお配りできない場合があります。今後は，お菓子に限らず，お
土産等のお心遣いはお控えくださるようお願いいたします。 


